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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号２
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平
成　

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の

２２

決
算
が
、
市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。歳　入

229億9,326万円
（100％）

源
財
主
自

（29.1％）
源
財
存
依

（70.9％）

市税
49億1,983万円（21.4%）

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税
特別土地保有税
入 湯 税

19億8,624万円
25億7,481万円
1億   102万円
2億3,537万円

51万円
2,188万円

8.7％
11.2％
0.4％
1.0％
0.0％
0.1％

その他
2億1,996万円（1.0%）

繰越金
5億5,204万円（2.4%）
諸収入
5億3,492万円（2.3%）
使用料手数料
2億5,441万円（1.1%）

分担金負担金
2億1,219万円（0.9%）

地方交付税
89億5,364万円（39.0%）

その他
10億4,213万円（4.5%）

国庫支出金
28億9,062万円
（12.6%）

市債
22億5,824万円
（9.8%）

県支出金
11億5,528万円
（5.0%）

　

平
成　

年
度
は
、
歳
入
に
つ

２２

い
て
は
、
経
済
不
況
の
影
響
を

受
け
、
市
民
税
の
落
ち
込
み
に

よ
り
市
税
が
減
収
と
な
る
な

か
、
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金

や
財
政
調
整
基
金
及
び
市
債
等

の
活
用
に
よ
り
所
要
の
財
源
を

確
保
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
地
域
情

報
基
盤
整
備
推
進
事
業
に
よ
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
、
常
陸

大
宮
済
生
会
病
院
の
運
営
安
定

化
支
援
や
医
師
確
保
基
金
の
設

置
、
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
運

行
や
市
道
の
整
備
、
教
育
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
の
小
学
校

の
耐
震
補
強
・
改
修
や
大
宮
中

学
校
武
道
場
の
整
備
等
、
総
合

計
画
等
に
基
づ
く
各
種
施
策
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
で
は
、
即
座
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
て
避
難
者

の
対
応
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
の
協
力
の
下
、
炊
き
出

し
や
給
水
な
ど
災
害
救
助
を

行
っ
た
ほ
か
、
災
害
ご
み
の
受

け
入
れ
及
び
被
災
住
宅
の
復
旧

相
談
等
被
災
者
支
援
に
努
め
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は

２
２
９
億
９
３
２
６
万
円
、
歳

出
決
算
額
は
２
１
９
億
６
１
４

２
万
円
で
、
歳
入
と
歳
出
の
決

算
額
に　

億
３
１
８
４
万
円
の

１０

差
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
平
成　
２２

度
に
完
了
し
な
か
っ
た
事
業

（
繰
越
事
業
）に
充
て
る
財
源
２

億
６
０
７
６
万
円
を
除
い
た
７

億
７
１
０
８
万
円
は
、
平
成　
２３

年
度
の
一
般
会
計
予
算
へ
繰
り

越
し
て
い
ま
す
。

現　在　高区　　　分
４９億５，００３万円合 併 特 例 事 業 債

一
般
会
計

４６億３，５２５万円過 疎 対 策 事 業 債
８１億３，７８１万円臨 時 財 政 対 策 債
８５億６，５７３万円そ の 他
２６２億８，８８２万円一 般 会 計 計 Ａ

８６億８，７００万円※Ａから地方交付税算入分
を除いた市債残高

１億４，８８３万円国 保 診 療 施 設 勘 定

特
別
会
計
・
企
業
会
計

３２億１，７７７万円公 共 下 水 道 事 業
４３億９，１１０万円農 業 集 落 排 水 事 業
２億２，０４９万円戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業
２８億１，０５４万円簡 易 水 道 事 業
１億２，５２３万円宅 地 造 成 事 業
５，０１８万円温 泉 事 業

１２億２，０１０万円上 水 道 事 業
１２１億８，４２４万円特 別 会 計 等 計 Ｂ

７２億３，５４９万円※Ｂから地方交付税算入分
を除いた市債残高

３８４億７，３０６万円合計（Ａ＋Ｂ）

１５９億２，２４９万円※合計（Ａ＋Ｂ）から地方交付税算
入分を除いた市債残高

差引（Ａ－Ｂ）歳出（Ｂ）歳入（Ａ）会計名
２億３，２０１万円４８億８，１１２万円５１億１，３１３万円事業勘定国民健康

保 険 ７６２万円３億５，５７１万円３億６，３３３万円診療施設勘定
１６０万円２３３万円３９３万円老 人 保 健
１，４０６万円５億８，２６９万円５億９，６７５万円公共下水道事業
５，０３２万円１，１１５万円６，１４７万円公 営 墓 地
１，５９６万円８億６，９６６万円８億８，５６２万円農業集落排水事業
９８１万円３８億８，４３６万円３８億９，４１７万円介 護 保 険
７，７７２万円８億　７７６万円８億８，５４８万円簡 易 水 道 事 業
７２万円２，８４６万円２，９１８万円宅 地 造 成 事 業
９６万円３，８９９万円３，９９５万円戸別浄化槽整備事業

２，３７２万円７，８２８万円１億　２００万円温 泉 事 業
２２万円４億１，６９６万円４億１，７１８万円後期高齢者医療

５，０７６万円６億２，２８５万円６億７，３６１万円収益的収支
上水道事業

▲ １億８，２１７万円２億４，９４３万円６，７２６万円資本的収支
３億　３３１万円１２８億２，９７５万円１３１億３，３０６万円　 合　 計　

　　※印の項目は、市債のうち合併特例事業債や過疎対策事業債な
ど、毎年度の元利償還額の一部を地方交付税で補てんされる市債
があり、それらの市債の残高から補てんされる金額を除いて実際
に市が負担する見込み額です。

◎上水道事業会計の資本的収支の差引▲１億８，２１７万円（不足額）
は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号３

民生費
60億6,339万円
（27.6%）

公債費
33億5,281万円
（15.3%）教育費

29億1,044万円
（13.3%）

総務費
27億2,919万円
（12.4%）

衛生費衛生費
21億615万円21億615万円
（9.6%）（9.6%）

衛生費
21億615万円
（9.6%）

土木費土木費
14億167万円14億167万円
（6.4%）（6.4%）

土木費
14億167万円
（6.4%）

農林水産業費農林水産業費
12億5,294万円12億5,294万円
（5.7%）（5.7%）

農林水産業費
12億5,294万円
（5.7%）

消防費ほか消防費ほか
21億1,483万円21億1,483万円
（9.7%）（9.7%）

消防費ほか
21億1,483万円
（9.7%）

歳　出
219億6,142万円
（100％）

障害者福祉、高齢者福祉、保育所費等に係る費用
◆障害者福祉対策事業
◆老人医療給付事業
◆子ども手当、保育所費、民間保育所施設整備助成、延
長保育・休日保育実施助成、放課後児童健全育成事業
◆赤ちゃんの駅設置事業
◆母子・父子福祉手当支給事業
◆高齢者福祉対策事業
◆生活保護事業
◆東日本大震災関係災害救助費など

消防設備等の整備や商工振興等に係る費用
◆消防資機材（防火水槽・消火栓等）整備事業
◆商工会助成事業
◆商店街活性化支援事業（常陸大宮宅配サービス）補助
◆宮の郷工業団地企業誘致推進事業
◆２川（2000）愛ある特産品づくり事業
◆観光振興対策事業など

農道・林道整備や農林水産業振興等に係る費用
◆土地改良事業等による農道及び排水路整備
◆県営負担金事業による基盤整備
◆林道整備事業
◆木造住宅建設助成事業
◆県産材流通・加工体制整備事業補助
◆森林機能緊急回復整備事業など

道路・橋梁整備、公営住宅管理等に係る費用
◆市道・橋梁整備事業
◆公営住宅、都市公園等管理事業
◆公共下水道事業特別会計繰出金など

保健衛生、広域聖苑管理運営、ごみ収集等に
係る費用
◆健康診査、予防接種及び結核予防事業
◆常陸大宮済生会病院運営安定化支援
◆医師確保基金設置
◆新型インフルエンザ等伝染病予防対策事業
◆広域聖苑管理運営費
◆大宮地方環境整備組合負担金
◆ごみ収集委託など

地域振興等に係る費用
◆地域情報化計画策定事業
◆総合計画策定事業
◆市内循環バス運行事業
◆デマンド交通システム構築事業（乗合タクシーの実証運行）
◆地域情報通信基盤整備推進事業（光ファイバー幹線整備）
◆電波遮へい対策事業（地デジ対応アンテナ整備助成）
◆徴税対策費、選挙費など

過去の借入金の返済等に係る費用
◆元金償還
◆利子償還
◆一時借入金利子

小・中学校・幼稚園管理費、生涯学習・スポーツ振
興等に係る費用
◆小中学校校舎等の耐震化、環境整備、備品の充実
◆大宮中学校武道場整備事業
◆教育支援センター事業
◆小学校英語指導員、中学校英語指導助手配置事業
◆中学生海外研修事業
◆ふれあいの船体験事業
◆生涯学習推進事業、文化センター管理運営事業
◆（財）常陸大宮市体育協会設立支援事業
◆学校給食センター設備等の充実など

収　　　　　　　　　　入
比較増減Ｈ２１家計の収入Ｈ２２家計の収入歳入区分（目的別）収入費目

▲２万円１２１万円１１９万円市税・分担金及び負担金・
使用料及び手数料など給料

４万円２７７万円２８１万円地方交付税・各種交付金・
国県補助金など実家からの援助

１万円３万円４万円財産収入など不動産収入
１万円４４万円４５万円市債銀行などからの借入金
▲７万円７万円０円繰入金貯金の取崩し

０円１１万円１１万円繰越金前年度からの繰越金
▲３万円４６３万円４６０万円１年間の収入合計

支　　　　　　　　　　出
比較増減Ｈ２１家計の支出Ｈ２２家計の支出歳出区分（性質別）支出費目
▲６万円９５万円８９万円人件費食費

▲３万円５８万円５５万円物件費電気・水道代などの
日常生活費

１０万円５０万円６０万円扶助費医療費・介護費用など
▲５万円７２万円６７万円公債費ローンの返済
１万円２万円３万円維持補修費家・車の修理代など
▲１８万円５１万円３３万円補助費等区会費・お祝金など
▲４万円６２万円５８万円繰出金子どもへの仕送り

２万円５２万円５４万円投資的経費（普通建設事
業費・災害復旧費）

家の増改築・車の購
入代など

０円４万円４万円投資及び出資金・貸付金など友人への融資
１１万円６万円１７万円積立金貯金
▲１２万円４５２万円４４０万円１年間の支出合計

９万円１１万円２０万円次年度への繰越金（収入－支出）
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　財政用語が難しかったり、金額の桁数が大き過ぎて実感がわかないと
言われることが多いので、市の財政状況を身近に感じていただけるよう
に、一般会計の決算規模を５０００分の１に縮小して『ひたまるさんちの家
計簿』に例えて表現してみました。市の財政と家庭の家計簿では仕組み
が違い、完全な置き換えが難しいところが多々あることをご了解ください。
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１世帯当たり１人当たり区　　　分

２８７，２３９円１０６，１８２円市 税 負 担 額

１，２８２，１９４円４７３，９８１円歳　 出　 額

◎上記の金額は、平成２３年３月３１日現在の住民基
本台帳人口と世帯数（４６，３３４人、１７，１２８世帯）
を用いて算出しています。

◎上記の金額は、平成２３年３月３１日現在の住民基
本台帳人口と世帯数（４６，３３４人、１７，１２８世帯）
を用いて算出しています。
　また、市債の「１人当たり」及び「１世帯当た
り」の（　）書きの金額は、地方交付税で補て
んされる金額を除いています。

１世帯当たり１人当たり区　　　分

２６万８千円９万９千円積立基金
基　

金
７万１千円２万６千円定額運用基金

３３万９千円１２万５千円合 計

１５３万５千円
（５０万７千円）

５６万７千円
（１８万７千円）一般会計

市　

債

７１万１千円
（４２万２千円）

２６万３千円
（１５万６千円）

特別会計＋
企 業 会 計

２２４万６千円
（９２万９千円）

８３万円
（３４万３千円）合 計
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号４

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、平成２２年度の健全化判断比率・資金
不足比率を公表します。

　財政健全化法は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期
健全化及び財政の再生、公営企業の経営の健全化を図るための必要な対策を実施することにより、地方公共団体
の財政破綻を未然に防ぐことを目的としています。
　早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は経営健
全化計画を定めることになります。
　平成２２年度決算に基づき算定された常陸大宮市の健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおりすべての
指標において基準値を下回り健全性を維持しました。

常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率平成22年度

������

○資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

備　　　考経営健全化基準資金不足比率会　計　名

　資金不足比率は、公営企
業会計ごとの資金不足を、
公営企業の事業規模であ
る料金収入の規模と比較
した比率です。

２０．００％

－上 水 道 事 業 会 計

－簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

－公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

－農業集落排水事業特別会計

－戸別浄化槽整備事業特別会計

－宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

�������

※１　赤字がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※２　一般会計に公営墓地、温泉事業の２つの特別会計を合わせたものです。
※３　地方公共団体が標準的に収入されると見込まれる市税などの一般財源の規模を示すものです。

備　　　考財政再生基準早期健全化基準健全化判断比率指　標　名
　

　普通会計の赤字を標準財政規模と
比較したものです。

２０．００％１２．７５％　　－※１　実質赤字比率

　市のすべての会計の赤字や黒字を
合算し、標準財政規模と比較したも
のです。

３５．００％１７．７５％－連結実質赤字比率

　特別会計や一部事務組合等も含め
た市の実質的な公債費を、標準財政
規模と比較した３カ年の平均値で
す。

３５．００％２５．００％１３．９０％実質公債費比率

　市の借金のほか関係法人等まで含
めて市が将来支払わなければならな
い債務を、標準財政規模と比較した
ものです。

３５０．０％９１．８０％将来負担比率

※２ ※３



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号５

　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定

２３

例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
開
会

２２

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
次
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
、

認
定
及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
長
提
出
議
案

平
成

　

平
成　

年
度
決
算

年
度
決
算 

２２２２

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

ほ
か
特
別
会
計
（　

会
計
）
歳
入
歳
出

１２

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

条

例

　

条　
　
　

例 

○
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成

　

平
成　

年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算 

２３２３

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か

特
別
会
計
（
９
会
計
）
補
正
予
算

人

事

　

人　
　
　

事 

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

 

（
敬
称
略
）

　

大
串　

昌
太
郎
（
山
方
）

　

石
川　

博
保　

（
長
倉
）

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
市
道
路
線
の
廃
止
、
変
更
に
つ
い
て

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市 
議 
会 
定 
例 
会

市
議
会
定
例
会

市 
議 
会 
定 
例 
会

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
９
月　

日
と　

１５

２２

日
、
市
長
、
副
市
長
、
保
健
福
祉
部
長
が
、

１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
々
を
訪
問

し
、
市
及
び
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
祝

い
金
や
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る

方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら

の
褒
状
・
記
念
品
を
贈
り
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
域
で
、
市
内
に
お
住

ま
い
の　

歳
以
上
の
方
を
招
い
て
長
寿
を

７５

祝
う
会
が
催
さ
れ
、
大
宮
地
域
の
社
協
大

宮
支
部
、
山
方
・
緒
川
地
域
で
は
交
通
安

全
講
話
が
実
施
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
を

長
寿
を
祝
っ
て

　
　

〜
各
地
で
敬
老
会
開
催
〜

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
の　

歳
以
上
の

６５

人
口
は
１
３
２
８
６
人
で
、
う
ち
１
０
０

歳
以
上
の
方
は　

人
（
男
性
９
人
、
女
性

４２

　

人
）
で
昨
年
よ
り
８
人
増
え
ま
し
た
。

３３
　

次
の
表
は
、
平
成　

年
度
中
に
１
０
０

２３

歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
で
す
。

▲山方地域の敬老会

市内 100 歳以上の皆さん市内 100 歳以上の皆さん市内 100 歳以上の皆さん

氏　　名　（住所）年齢氏　　名　（住所）年齢

小　野　と　し（中　居）
間　宮　常　治（高　部）
立　原　と　き（西野内）
須　能　し　ん（　泉　）
金　沢　ス　ガ（下　町）
相　河　タ　マ（高　部）
阿久津　ア　サ（鷲　子）
岡　�　勝　一（氷之沢）
木　村　あ　�（舟　生）
蓮　田　源　衞（千　田）
小　林　よ　ね（小　場）
鈴　木　す　ゑ（辰ノ口）
和　久　フ　ヨ（鷲　子）
青　�　き　く（下檜沢）
石　川　く　に（塩　原）

９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９

小野�　く　に（山　方）
鹿　島　　　一（野　上）
内　田　セ　イ（上小瀬）
�　野　サ　キ（野口平）
君　島　と　し（野　口）
�　澤　　　節（諸　沢）
桑　名　ト　ミ（上小瀬）
�　田　モ　ト（上小瀬）
金　子　ふちの（長　田）
長　山　ヒ　テ（下小瀬）
小　林　り　ゑ（野　口）
鈴　木　酉之介（鷹　巣）
川　野　秀　雄（鷲　子）
青　山　はるの（檜　山）
渡　辺　ふ　さ（照　山）
塙　　　　　毅（東　野）
�　石　は　な（中富町）
野　上　み　さ（八　田）
鯉　沼　千　代（上小瀬）
小　泉　よ　ね（上村田）
鈴　木　テ　フ（那　賀）
藤　田　け　さ（鷹　巣）
岡　�　よ志の（上小瀬）

１０６
１０４
１０４
１０３
１０３
１０３
１０３
１０３
１０２
１０２
１０２
１０２
１０１
１０１
１０１
１０１
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

９月１日現在　　敬称略

※掲載を希望されない方の氏名は掲載していま
せん。



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号６

　

９
月　

日
、
美
和
小
学
校
で
、
５
・
６

１４

年
生　

人
が
参
加
し
、
南
極
教
室
が
実
施

５７

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
南
極
観
測
の
現
実
を
知

り
、
地
球
や
宇
宙
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
東
京
都
に
あ
る
国

立
極
地
研
究
所
が
開
催
し
た
も
の
で
、
衛

星
回
線
を
使
っ
て
美
和
小
学
校
と
昭
和
基

地
を
テ
レ
ビ
電
話
で
結
び
、
隊
員
と
児
童

た
ち
が
交
信
を
行
い
ま
し
た
。

南
極
昭
和
基
地
と
ラ
イ
ブ
中
継
！

　

児
童
た
ち
が
交
信
し
た
の
は
第　

次
日

５２

本
南
極
地
域
観
測
隊
の
方
々
。
そ
の
中
の

一
人
、
岡
山
英
樹
隊
員
は
美
和
地
域
出
身

で
、　

年
前
の
旧
嶐
郷
小
学
校
の
卒
業
生

２９

で
す
。

　

南
極
教
室
は
、
南
極
ま
で
の
道
の
り
の

紹
介
や
南
極
の
現
在
の
状
況
と
昭
和
基
地

の
内
部
の
様
子
の
説
明
の
あ
と
、
南
極
ク

イ
ズ
そ
し
て
児
童
た
ち
が
質
問
す
る
時
間

が
設
け
ら
れ
、
南
極
に
は
白
ク
マ
は
い
な

い
と
か
、
水
を
空
に
ま
い
て
も
凍
ら
な
い

が
お
湯
は
凍
る
な
ど
、
予
想
外
の
回
答
に

驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

交
信
の
終
わ
り
に
、
児
童
代
表
の
堀
江

侑
く
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
１
万
４

千
キ
ロ
離
れ
た
岡
山
隊
員
に
み
ん
な
で
手

を
振
り
、
教
室
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

▲テレビモニターに映る岡山隊員へ質問する児童

　

９
月　

日
、
緒
川
地
域
の
物
産
セ
ン

１８

タ
ー
か
ざ
ぐ
る
ま
で
第
３
回
お
化
け
南
瓜

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
か
ざ
ぐ
る
ま
の
出
荷
会

員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
出
品

さ
れ
た
南
瓜
は
２
５
０
点
超
。
審
査
は
、

３
部
門
で
行
わ
れ
、
重
量
部
門
は
岡�
時

枝
さ
ん
（　
・　
８　

）、
イ
ケ
メ
ン
部
門
は

７７

kg

高
倉
一
力
さ
ん
、
ユ
ー
モ
ア
部
門
は
五
位

渕
粤
さ
ん
が
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
南
瓜
は
、
国
営
ひ
た
ち
な

か
海
浜
公
園
や
東
京
都
江
東
区
の
夢
の
島

熱
帯
植
物
園
に
場
所
を
移
し
、
お
化
け
南

瓜
コ
ン
ク
ー
ル
や
夢
の
島
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
等
様
々
な
企
画
で
使
用
さ

れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

第
３
回
お
化
け
南
瓜
コ
ン
テ
ス
ト

株式会社龍�工務店
代表取締役　龍�眞一

放射能測定器
５台

敬称略〈常陸大宮市へ〉



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号７

　

９
月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

２６

ル
に
お
い
て
平
成　

年
度
市
戦
没
者
追
悼

２３

式
が
し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
遺
族
と
来
賓

な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
全
員
が
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
市

長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
参
列
者
の
中
か

ら
６
人
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
戦
没
者
へ

の
追
悼
と
平
和
を
誓
い
、
あ
い
さ
つ
そ
し

て
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
の
戦
没
者
は
２
１
９
８

柱
。
追
悼
式
は
、
大
戦
等
に
お
け
る
戦
没

者
の
御
霊
に
対
し
て
追
悼
の
意
を
表
す
と

と
も
に
、
遺
族
の
方
々
の
労
苦
に
対
し
深

い
敬
意
を
表
し
、
市
民
を
挙
げ
て
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
３
年
に
一
度
行
わ
れ
ま
す
。

し
め
や
か
に
戦
没
者
追
悼
式

　

台
風　

号
に
よ
り
市
内
で
も
多
く
の
被

１５

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

９
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
雨
が
降

２１

２２

り
続
き
、
２
日
間
の
降
水
量
は
美
和
地
域

の
鷲
子
で
２
３
５ 
㎜ 
を
記
録
。
川
の
水
が

増
水
し
、市
内
で
床
下
浸
水　

件
、床
上
浸

３０

水　

件
の
住
宅
被
害
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２９

　

３
月　

日
の
地
震
そ
し
て
今
回
の
台
風

１１

に
よ
り
市
内
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の
備

え
が
で
き
て
い
る
か
、
も
う
一
度
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風　

号
が
猛
威

15

原稿募集原稿募集原稿募集
　皆さんがお住まいの地域のできごとを取材し
原稿と写真をお持ちください。
　ただし、お寄せいただいた原稿等は掲載でき
ない場合もありますので、ご了承ください。

総務部 企画課 情報・広報グループ総務部 企画課 情報・広報グループ
  ☎    ☎   5252－1111　内線 3841111　内線 384
FAX 53FAX 53－60106010
　　 　　  kikaku@city.hitachiomiya.lg.jpkikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

企画課 情報・広報グループ
  ☎   52－1111　内線 384
FAX 53－6010
　　  kikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

問

い合
わせ
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▲２２日午前中の御前山大橋周辺の様子



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号８

�
高
部
景
義
墓
・
ケ
ビ
ン
村
庚
申
塔
の
修
復

　

７
月　

日
、
８
月　

日
の
両
日
、
筑
波

２３

２７

大
学
世
界
遺
産
専
攻
の
松
井
敏
也
研
究
室

と
有
志
に
よ
り
高
部
景
義
墓（
市
指
定
文

化
財
）と
山
方
地
域
ケ
ビ
ン
村
内
の
庚
申
塚

に
建
つ
庚
申
塔
の
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
部
景
義
は
佐
竹
氏
の
一
族
で
高
部
氏

の
初
代
、
南
北
朝
時
代
の
高
部
の
領
主
で

す
。
そ
の
墓
と
伝
わ
る
室
町
時
代
初
期
の

 
宝  
篋
印
塔 
が
倒
壊
し
隅
飾
り
が
破
損
し
た

ほ
う 
き
ょ
う
い
ん
と
う

た
め
、
石
材
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
エ
ポ

キ
シ
樹
脂
を
使
い
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
庚
申
塔
は
、
倒
壊
で
２
つ
に
折
れ

た
石
碑
の
接
着
部
分
の
隙
間
か
ら
の
雨
水

等
の
浸
透
に
よ
る
割
れ
を
防
ぐ
た
め
、
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
に
石
の
粉
を
混
ぜ
た
擬
岩
を

作
り
、
丁
寧
に
埋
め
込
む
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

�
下
岩
瀬
地
区
五
大
尊
の
仏
像
整
理

　

８
月
９
日
、　

日
の
両
日
、
茨
城
大
学

１０

人
文
学
部
の
高
橋
修
教
授
と
学
生
有
志
に

よ
り
、
下
岩
瀬
地
区
の
五
大
尊
堂
の
仏
像

の
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
大
尊
堂
は
震
災
に
よ
り
柱
が
外
れ
た

り
基
礎
が
ず
れ
た
り
す
る
な
ど
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
倒
壊
と
盗
難
の
危
険

性
が
あ
っ
た
た
め
、
中
に
祀
ら
れ
て
い
た

仏
像
・
仏
具
を
資
料
館
に
一
時
避
難
す
る

こ
と
に
な
り
仏
像
の
清
掃
・
整
理
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
大
明
王
な
ど
６
体
の
仏
像
が
あ
り
ま

し
た
が
、
仏
像
本
体
、
台
座
、
光
背
な
ど

が
破
損
し
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
桜
川
市
の
仏
師 
飯
泉  
太  
子 
宗
   

さ
ん
の

い
い
ず
み 
と 

し 
た
か

ご
指
導
を
得
な
が
ら
、
同
定
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
不
動
明
王
像
に
は
文

政
３
年
（
１
８
２
０
）
に
作
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
胎
内
銘
が
あ
る
こ
と
も
発
見
さ

れ
、
地
域
の
史
料
保
全
の
重
要
さ
を
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館�
　

－

１
４
５
０

５２

▲庚申塔の修復作業

▲五大尊の修復作業
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　大学では、環境社会学、環境政策
論などを担当しています。ここ数年
は、２００５年にアメリカ南部を襲った
ハリケーン・カトリーナ災害につい
て研究してきました。
　そうしたなかで経験した３．１１。
研究より実践が優先される非常事態と思い、福島から
茨城への避難者（主に子どもと母親）を対象にした茶
話会／ママ・カフェを開催しています。学生ボラン
ティアやNPOコモンズ・ホープいばらき、女性弁護士、
助産師の方々と、幾重もの支援の輪が広がっています。
　ほかには、県内外の市民グループの方と放射線測定
の「市民調査」活動を展開中です。
　１１月の市民大学講座で、お会いできることを楽しみ
にしています。
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敬称略

▲優勝した緒川中学校の皆さん
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８
月
中
旬
の
時
点
で
バ
ラ
バ
ラ
の
破
片

に
分
解
さ
れ
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
割
れ
口

の
補
強
を
施
し
た�
い
ず
み�
。
１
カ
月
後

に
は
、
ア
ク
リ
ル
系
の
強
力
な
接
着
剤
で

の
接
合
が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
展
示
し
て
い
た
時
の�
い
ず

み�
に
は
、
数
か
所
破
片
の
な
い
部
分
が
あ

り
ま
し
た
が
、発
掘
に
あ
た
っ
た
鈴
木
素
行

さ
ん
が
土
器
片
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、�
い

ず
み�
の
も
の
と
思
わ
れ
る
４
つ
の
破
片
を

見
出
し
ま
し
た
。
今
回
の
修
復
で
そ
の
う

ち
の
２
片
が
ピ
タ
リ
と
は
ま
り
、�
い
ず

み�
は
よ
り
完
形
に
近
付
き
ま
し
た
。

　

土
器
修
復
師
の
堀
江
さ
ん
の
お
話
で

は
、「�
い
ず
み�
の
接
合
作
業
は
３
日
程

で
で
き
る
け
れ
ど
、
大
変
な
の
は
こ
れ
か

ら
」
と
の
こ
と
。
２
千
年
も
の
間
土
の
中

に
あ
っ
た
土
器
は
、
割
れ
目
が
弱
っ
て
す

り
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
１
つ
ず
つ
の
破

片
に
土
の
圧
力
に
よ
る
ゆ
が
み
が
生
じ
て

い
る
の
で
、
接
合
し
た
部
分
に
す
き
間
や

わ
ず
か
な
段
差
が
、
ど
う
し
て
も
で
き
て

し
ま
う
の
だ
そ
う
で
す
。
接
合
部
分
を
指

の
感
触
で
確
認
し
な
が
ら
、
す
き
間
や
段

差
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
、
接
着
剤
を
薬

剤
で
柔
ら
か
く
し
つ
つ
、
１
つ
の
破
片
の

ゆ
が
み
の
た
め
に
周
囲
の
破
片
も
微
調
整

し
て
い
く
作
業
は
、
完
成
ま
で
に
た
っ
ぷ

り
２
週
間
は
か
か
る
と
の
こ
と
。
気
の
抜

け
な
い
繊
細
な
作
業
で
す
。

　

９
月
中
旬
現
在
、�
い
ず
み�
は
接
合
部

の
微
調
整
中
。
こ
の
作
業
が
終
了
す
れ

ば
、
接
合
面
の
す
き
間
や
欠
損
部
に
補
強

の
た
め
の
詰
め
も
の
を
す
る
「
充
て
ん
」

の
段
階
へ
と
進
み
ま
す
。
次
回
は
こ
の
作

業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

人
面
付
土
器

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

②
修復中！

�
�
�
�
��
�
�
�
�

�
�
��
�
�
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歴
史
民
俗
資
料
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

　解体・クリーニング　

　接合　

　補彩　

　レプリカ製作　

　充てん　

9月中旬

作　業　工　程

写真提供：府中工房　堀江武史氏

※
こ
の
修
復
事
業
に
は（
財
）朝
日
新
聞
文
化
財

団
よ
り
助
成
を
受
け
て
い
ま
す

震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属属のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！震災を口実に訪問する貴金属の買い取りサービスにご注意を！震災を口実に訪問する貴金属の買い取りサービスにご注意を！

　震災後、「売却代金を義援金の一部にするので貴金属を提供してほしい」などといった貴金属の買い取
りサービスに関する相談が、全国の消費生活センターに寄せられています。震災を口実に買い取りの勧
誘を行い、「震災被害の役に立てば」という消費者の親切心につけこむ悪質なケースが見られるように
なっています。
　自宅を訪問した業者に貴金属等を渡してしまうと、返品を求めても取り返せないことがほとんどです。
くれぐれもご注意ください。

困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

◎買い取ってもらうつもりが無いなら毅然と断る。
　　契約するかどうか十分に検討しましょう。

◎相手がどのような業者なのか確認する。
　　契約前に、業者の住所や電話番号、古物商許可
証等の提示を求め、内容を確認し書き留めておき
ましょう。

◎一人で対処しない。
　　来訪した業者に買い取りを依頼する場合は、家
族や近所の方に同席してもらうようにしましょ
う。

◎買い取り条件などが明記された書類をもらうこ
と。
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眠
っ
て
い
る
資
源
を
活
用
し
て
地
域
に
元
気
を
！

眠
っ
て
い
る
資
源
を
活
用
し
て
地
域
に
元
気
を
！

空
き
家
の
再
利
用

空
き
家
の
再
利
用

　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
の
再
利
用

　
　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
内
の
各
地
で
、
人
口
の
減
少
・
流
出

に
よ
り
空
き
家
が
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
劣
化
は

想
像
以
上
に
早
く
進
行
し
、
１
年
も
放
置

し
て
お
く
と
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
と
な

り
、
再
生
も
困
難
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
都
市
部
に
住
ん
で

い
る
人
の
中
に
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
暮

ら
せ
る
地
方
へ
の
移
住
や
定
住
、
２
地
域

居
住
な
ど
を
考
え
る
人
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
の
影
響
で
福
島

県
か
ら
空
き
家
を
探
し
て
い
る
方
の
相
談

も
数
件
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は

空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

本
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に
窓
口

等
で
の
情
報
提
供
を
行
い
、
条
件
に
合
う

空
き
家
物
件
が
あ
れ
ば
現
地
を
案
内
し
、

所
有
（
管
理
）
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
空
き
家
」
と
は
、
貸
家

（
ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）を
目

的
と
し
た
も
の
で
な
く
、
常
住
す
る
者
が

い
な
い
住
宅
（
住
宅
以
外
の
建
物
で
あ
っ

て
、
住
宅
に
改
造
す
る
も
の
を
含
む
）
を

い
い
ま
す
。

　

ま
た
茨
城
県
や
県
北
地
域
の
７
市
町
、

民
間
企
業
が
出
捐
し
て
組
織
す
る
財
団
法

人
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
と
も
連

携
・
情
報
共
有
し
、
県
北
地
域
に
都
市
部

住
人
の
多
く
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
だ
か

ら
こ
そ
、
一
方
で
は
不
要
な
も
の
も
、
も

う
一
方
で
は
必
要
な
も
の
に
な
り
得
る
場

合
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
家
の
取
り
扱
い
に
お
困
り
の
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空き家を利活用するための各種補助制度空き家を利活用するための各種補助制度空き家を利活用するための各種補助制度

�問い合わせ�　市民協働課　地域づくり支援グループ
　　　　　　　　　　��５２－１１１１（内線１２６・１２７）　�－����：�����＠������������	
�������
�
　　　　　　　　財団法人　グリーンふるさと振興機構
　　　　　　　　　　��０２９４－７２－２２６６　�－����：�������		�＠��������	
�

　これらの助成事業は１回限りの交付となります。
　また、物件の損傷の程度等により取り扱いをご遠慮させていただく場合もありますのでご了承ください。

�����������	
��
������������

※対象となる地域は、大宮・山方・美和・緒川・御前山地域の全部です。

�������	
��
�������������������� !"#$

　空き家内に残る家財の整理や清掃のほか、障子やふすまの張り替え等の経費。

��������������

※対象となる地域は、大宮地域の一部（東野、上大賀、岩崎、辰ノ口、三美、
西塩子、北塩子、照田）及び山方・美和・緒川・御前山地域の全部です。

�������	
��
�����

　空き家を賃借または購入し、機能及び環境
向上のために修繕した場合に交付。

交付対象者：借主または買主

�������	
��
��

　空き家を市外からの転入者に賃貸または売
買した場合に交付。

交付対象者：貸主または売主

し
ゅ
つ 
え
ん
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移住された方の声移住された方の声
実際に

　長谷川さんは、平成22年度に常陸
大宮市下檜沢の空き家を購入し移住
されました。

長谷川浩美さんにインタビュー長谷川浩美さんにインタビュー

��������������������		

����

����

Ａ１　移住地にて飲食業を営んでいます。夫婦二人で営む小さなレストランです。

��������������������		

����

��������������

Ａ２　以前から「田舎暮し」をしたかったため、時間をかけて物件を探していましたが、ここは、都心部に比較
的近い割には、想像以上に里山の風景が見て取れたことと、物件を紹介してくださった方が、親身になっ
て移住後の生活プラン等のアドバイスをしてくださったこと、地域の方々にも快く接していただいたおか
げで、この地で暮らす気持ちになりました。

��������������������		

������

��

Ａ３　多少の不便さはあるものの、都市部と違い、夜の静けさのなか眠りにつき、小鳥のさえずりで目を覚ます
毎日。四季の移り変わりが感じられ、自然の営みの素晴らしさを実感していますし、毎日やることが多く、
充実したに田舎暮らしを楽しんでいます。

��������������������		

����

������������

Ａ４　夜明けと共に起床して、予約がある場合は仕込みに入り、無い場合は家の手直しや、庭木の手入れ、裏の
畑での野菜作りをして一日を楽しく過ごしています。

��������������������		

����

��������������������������������

Ａ５　目的をもって移り住むことは大切ですが、考え過ぎても次の一歩が踏み出せなくなります。ある程度希望
や条件が整ったら、決断し実行することをお勧めします。

－ご協力ありがとうございました。－

���������	
������������
���
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特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します
糖分摂りすぎていませんか？糖分摂りすぎていませんか？特定健診を受けたあとは

　

あ
な
た
の
健
診
結
果
は
ど
う
で
し
た

か
？
基
準
値
を
超
え
て
い
る
検
査
項
目
は

あ
り
ま
し
た
か
？
基
準
値
内
で
も
、
毎
年

少
し
ず
つ
数
値
が
上
が
っ
て
い
る
項
目
は

注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
血
管
変
化
（
動
脈
硬
化
）

に
視
点
を
当
て
た
健
診
で
す
が
、
血
管
で

動
脈
硬
化
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
体
の
中
の
血
管
を
目
で
見
る
こ

と
は
到
底
不
可
能
で
す
。
唯
一
血
管
の
状

態
を
教
え
て
く
れ
る
の
が
、
健
診
結
果
と

な
る
の
で
す
。

　

血
管
変
化
の
鍵
と
な
る
の
は
「
血
圧
・

血
糖
・
脂
質
・
尿
酸
」
で
す
。
こ
れ
ら
の

因
子
が
血
管
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

　
「
血
圧
」
が
高
く
な
る
と
、
血
管
内
の
圧

力
が
高
く
な
る
た
め
血
管
壁
を
傷
つ
け

「
尿
酸
」
が
高
く
な
る
と
、
針
の
よ
う
な
結

晶
が
で
き
あ
が
り
、
血
管
壁
を
突
っ
つ
き

傷
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、「
血
糖
」
が
高
く

な
る
と
、
べ
た
べ
た
と
く
っ
つ
い
た
り
、

壁
の
中
に
し
み
こ
ん
だ
り
し
て
血
管
壁
を

変
化
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
「
脂
質
」
は
、

血
管
の
壁
の
中
に
し
み
こ
み
プ
ラ
ー
ク

（
こ
ぶ
）
を
作
り
、
血
管
の
内
側
を
狭
く
し

ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ー
ク
は
、
と
て
も
も

ろ
く
破
れ
や
す
い
た
め
、
破
れ
た
部
分
に

血
栓
を
作
り
、
ま
す
ま
す
血
管
を
狭
く
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
因
子
が
、
１
つ
よ
り
２
つ
３

つ
と
重
な
る
に
つ
れ
血
管
変
化
は
進
み
、

次
第
に
血
管
の
壁
は
厚
く
硬
く
な
り
、
狭

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
心
筋

梗
塞
・
脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

健
診
結
果
に
血
管
変
化
を
進
め
る
危
険

因
子
が
あ
っ
た
場
合
、
毎
日
の
生
活
を
振

り
返
り
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
血

管
変
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�問い合わせ�　健康推進課　〔総合保健福祉センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１

　
　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
よ
り

　

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
危
険

性
が
高
い
方
に
対
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
検
査
値
の
異
常
の
原

因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
、
生
活
を
振
り
返
り

な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

血管壁
尿　酸
（針の結晶）

外膜中膜内膜

傷つく

傷つく

傷ついた内膜から
しみ込む

しみ込む

血管壁が厚くなると血
液の流れが悪くなりつ
まる

くっつく

血栓

酸化LDL
糖化 LDL

高血圧

脂　質
〔LDL（悪玉）コレステロール〕

血　糖
HbA1ｃ

「私の健康記録」より引用
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天
文
九
年
（
一
五
四

〇
）
三
月
十
四
日
、
部

垂
城
を
小
貫
氏
か
ら

奪
っ
て
城
主
と
な
っ
た

 
部  
垂  
義  
元 
が
実
兄
の
佐

へ 
た
れ 
よ
し 
も
と

竹
氏
十
七
代 
義  
篤 
に

よ
し 
あ
つ

よ
っ
て
討
た
れ
た
争
い

が
あ
り
ま
し
た
。
部
垂

の
乱
で
す
。
亨
禄
二
年

（
一
五
二
九
）か
ら
十
二

年
も
の
間
続
い
た
佐
竹

氏
の
内
紛
で
し
た
。
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）

に
豊
田
重
章
に
よ
っ
て

筆
写
さ
れ
た
『
部
垂
城
御
実
伝
』
に
よ
れ

ば
、 
籠 ろう 
城 
じ
ょ
う 
戦 
と
な
っ
た
部
垂
城
側
は
小
場

せ
ん

氏
と
小
瀬
氏
に
援
軍
を
依
頼
、
二
家
は
後

詰
め
と
し
て 
湯  
賀  
坂 
（
抽
ヶ
台
周
辺
か
）

ゆ 

が 
さ
か

と
田
子
内
に
陣
を
張
っ
た
と
い
い
ま
す
。

万
全
の
備
え
で
対
峙
し
て
い
た
部
垂
勢
で

し
た
が
、
黒
沢
大
学
の
寝
返
り
に
よ
り
劣

勢
に
立
た
さ
れ
、
部
垂
城
は
落
城
、
部
垂

義
元
は
自
害
し
、
そ
の
子
竹
寿
丸
は
黒
沢

大
学
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
後
詰

め
の
小
場
義
宗
、
内
田
弾
正
も
落
城
を

知
っ
て
、
そ
の
場
で
自
害
し
た
と
さ
れ
ま

す
。
そ
の
場
所
が
今
に
「
弾
正
塚
」
と
呼

ば
れ
、
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
内
田
弾
正
と
は
ど
ん
な
人
物
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
『
緒
川
村
史
』
に
よ
れ
ば
名
を 
応  
之  
進 

お
う 
の 
し
ん

あ
げ
て
力
比
べ
を
し
た
「
力
石
」
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

弾
正
塚
を
祀
る
に
あ
た
り
、
以
前
か
ら
内

田
弾
正
の
供
養
石
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

た
こ
の
石
に
文
字
を
刻
ん
で
供
養
碑
に
し

た
も
の
、
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い

え
ば
、
ち
ょ
う
ど
持
ち
あ
げ
や
す
そ
う
な

形
で
す
。

　

供
養
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
古
く
か
ら

地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
り

ま
す
。

　

現
在
も
毎
年
、
命
日
の
三
月
十
四
日
に

は
地
元
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
田
子
内
親
和

会
」
の
方
々
が
、
生
垣
の
剪
定
、
清
掃
を

し
て
花
や
線
香
を
手
向
け
た
あ
と
、
集
会

所
で
飲
食
を
し
て
慰
霊
の
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
三
月
十
一
日
に
地
震
が
あ
っ
た

た
め
、
命
日
に
は
慰
霊
祭
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
親
和
会
の
皆
さ
ん
で
掃
除
を

し
、
供
養
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

※
井
坂
實
男
さ
ん
、
内
田
英
雄
さ
ん
に

聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
�だん��
�じょう��
�づか

と
い
い
、
小
舟
地
区 
赤  
石 
に
住
し
た
と
し

あ
か 
い
し

て
い
ま
す
。
内
田
弾
正
の
子
孫
で
あ
る
内

田
英
雄
家
は
「
赤
石
」
を
屋
号
と
し
て
い

て
、
今
に
そ
の
系
譜
が
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
舟
の
内
田
家
の
墓
域
に
あ
る
弾
正

の
墓
は
高
さ
七
〇�
ほ
ど
で
、正
面
に「
天

文
九
庚
子
年
三
月
十
五
日
」「
内
田
弾
正
源

義
兼
之
墓
」、
背
面
に
「
蒙　

国
君
之
命

以
儒
道
祭　

祀
」（
藩
主
の
命
に
よ
っ
て 
儒 じゅ

 
道 
に
よ
っ
て
墓
を
祀
っ
た
）
と
刻
ま
れ
て

ど
うい

ま
す
。
内
田
家
の
喜
衛
門
（
源
昌
廣
）

の
代
に
建
て
た
こ
と
も
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
建
碑
の
年
代
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん

が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
供
養
の
た

め
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

内
田
家
の
伝
承
で
は
、
内
田
弾
正
は
小

瀬
城
の
家
老
で
小
舟
城
の
城
主
で
し
た
。

天
文
九
年
の
部
垂
の
乱
で
、
前
述
の
よ
う

に
部
垂
城
か
ら
の
応
援
要
請
に
応
え
て
出

陣
し
た
も
の
の
、
途
中
の
川
が
増
水
し
て

い
た
た
め
遠
回
り
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
り
、
部
垂
城
が
見
え
る
場
所
ま

で
来
た
時
に
は
城
か
ら
煙
が
見
え
た
た
め

落
城
を
悟
り
、
そ
の
場
で
自
害
し
た
、
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
時
十

三
人
の
家
臣
が
従
っ
て
い
て
、
弾
正
の
自

害
に
あ
た
っ
て
家
臣
は
小
瀬
に
返
さ
れ
た

と
も
、
共
に
自
害
し
て
果
て
た
、
と
も
伝

わ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

内
田
弾
正
が
自
害
し
た
と
さ
れ
る
田
子

内
町
内
に
は
、
地
区
の
方
々
に
よ
り
弾
正

塚
が�
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
田
弾
正
自
害
の
伝
説
は
永
く
語
り
伝

え
ら
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
特
に
供
養
碑

な
ど
が
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆

き
、
昭
和
二
十
六
年
に
県
会
議
員
で
旧
緒

川
村
出
身
の
三
村
勇
氏
や
当
時
の
大
宮
町

議
会
議
長
矢
数
欣
三
郎
氏
、
そ
し
て
地
元

田
子
内
地
区
の
住
民
有
志
に
よ
っ
て
石
碑

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
弾

正
塚
の
石
碑
で
す
。
石
碑
正
面
に
は
「
内

田
弾
正
左
衛
門
之
墓
」
と
刻
ま
れ
、
背
面

に
建
碑
の
経
緯
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
で

は
昭
和
二
十
六
年
以
前
は
ど
う
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

実
は
こ
の
石
、
も
と
も
と
こ
こ
で
祀
ら

れ
て
い
た
も
の
で
、
地
元
の
若
者
が
担
ぎ

▲内田弾正の墓（小舟地区）

▲弾正塚の石碑背面

▲弾正塚（田子内町内）
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１　

電
気
コ
ー
ド
は
電
気
容
量
に
限
界
が
あ
り
ま

す
。
た
こ
足
配
線
な
ど
に
よ
る
容
量
を
超
え

た
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

２　

電
気
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
物
を
置
い
た
り
、

無
理
に
曲
げ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

３　

使
用
し
な
い
電
気
器
具
の
差
し
込
み
プ
ラ
グ

は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

抜
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

４　

コ
ン
セ
ン
ト
や
差
し

込
み
プ
ラ
グ
は
、
い

つ
も
き
れ
い
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�

１　

カ
ー
テ
ン
な
ど
、
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で

使
用
し
な
い
。
周
囲
に
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
。

２　

暖
房
器
具
を
使
用
し
て
い
る
部
屋
で
、
可
燃

性
の
ガ
ス
を
含
ん
だ

ス
プ
レ
ー
缶
は
使
用
し

な
い
。

３　

火
を
つ
け
た
ま
ま
、
ま

た
は
電
源
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
た
ま
ま
移
動
し
な

い
。

４　

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油

す
る
時
は
必
ず
火
を
消

し
て
か
ら
行
う
。

�
�
�

　

何
気
な
く
吸
っ
て
い
る
た
ば
こ
の
温
度
は
８
０

０
℃ 
で
す
。
家
の
中
で
毎
日
火
を
つ
け
て
い
る
た

ば
こ
は
、
つ
い
そ
の
危
険
性
を
忘
れ
が
ち
。
塗
料

や
接
着
剤
に
は
可
燃

性
の
溶
剤
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
た
ば

こ
を
吸
い
な
が
ら
子

ど
も
の
プ
ラ
モ
デ
ル

作
り
を
手
伝
っ
た

り
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー

を
使
っ
た
り
す
る
の

は
危
険
な
の
で
や
め

ま
し
ょ
う
。

��
�
�

１　

不
要
な
物
は
処
分
し
、
家
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
。

２　

ご
み
は
指
定
日
に
、
収
集
場
所
に
出
し
、
不

法
投
棄
は
し
な
い
。

３　

外
出
・
就
寝
時
は
鍵
を
か
け
る
。

４　

他
人
が
自
由
に

入
れ
る
駐
車
場

で
は
、
燃
え
や

す
い
ボ
デ
ィ
ー

カ
バ
ー
は
使
用

し
な
い
。

５　

外
灯
を
設
置
す

る
な
ど
、
夜
間

も
家
の
周
り
を

明
る
く
す
る
。
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　季節は秋真っただ中です。これからの時期、空気が乾燥し、火災の発生しやすい
気象状況が続きます。家庭から、火災を起さないよう、皆さんで注意しましょう。
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資源の持ち去りは禁止されています
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�問い合わせ�
環境課　�５２－１１１１
各総合支所市民福祉課
山　方　�５７－２１２１　　美　和　�５８－２１１１
緒　川　�５６－３９９１　　御前山　�５５－２１１２



�������	��������	
��
��

����������������������

広報　常陸大宮　10月　第85号
発行日　平成23年10月25日

発行／常陸大宮市
編集／企画課

〒319－2292

茨城県常陸大宮市中富町3135－6

TEL  0295（52）1111 FAX  0295（53）6010

E-mail email＠city.hitachiomiya.lg.jp

U R L http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.32
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

32.32kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.32本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　常陸大宮市が誕生して７年目を迎えた平成
２３年１０月１６日はひたまるの２歳の誕生日！ひ
たまるのプロフィールを紹介します。
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えいっ！

いつか空へ羽ばたく日を夢見ていつか空へ羽ばたく日を夢見ていつか空へ羽ばたく日を夢見ていつか空へ羽ばたく日を夢見ていつか空へ羽ばたく日を夢見て

　９月９日、緒川総合センターで男の料理教室が
開かれました。
　この教室は、生活に役立つ知識を学んでもらお
うと、男女共同参画推進会議が中心となって開か
れたものです。
　参加者は９人。講師に市内で食堂を経営する木
村昌信氏を招き、米粉うどんと具だくさんのつけ
汁を作りました。
　うどんを作るのは初めてという方も積極的に作
業を行い、コシがあり、もちもちとした食感の米
粉うどんができあがりました。

　９月２５日、塩田ふるさと協議会（大貫孝夫会長）
が募集した豊島区と県内外のお米作りオーナー約
５０人が、稲刈りを行いました。
　この催しは、おいしいお米を生産する塩田地区
のPRと交流による地域活性化を図ることを目的
として、平成２１年度より取り組んでいる事業です。
　参加者は手刈りでの稲刈りにチャレンジ。和や
かな雰囲気で行われ、参加者の方からは「みんな
でやると農業って楽しい！」との声も聞かれまし
た。

▲鎌を使っての稲刈りは重労働
▲プロの料理人の手さばきに
目がくぎ付け


